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ＡＲＭＳ代表

リスク管理・危機管理アドバイザー

赤 堀 三 代 治

特定非営利活動法人事業継続推進機構

静岡地域勉強会 資料

2015年12月16 （水）
静岡市葵区 あざれあ4階会議室

事業継続の立場での

食の安全・安心への取り組み
～『純情産地いわて』 での事例から～
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私のプロフィール私のプロフィール

あかほり み よ じ

赤 堀 三代治
ＡＲＭＳ 代表

リスクマネジメント協会認定リスクマネージャー、コンプライアンスオフイサー協会認定アドバイザー

1951年静岡県静岡市清水区生まれ 信州大学農学部卒

ＪＡ静岡経済連にて、畜産、企画管理、総務、情報システム、監査、コンプライアンス業務当を担当

元クミアイ化学工業㈱社外監査役

所属組織等: リスクマネジメント協会、失敗学会、レジリエンス協会、BCAO事業継続機構、静岡県ふじのくに防災士会

ＪＡしみず（理事）

コンプライアンス・リスク管理・安全管理、衛生管理・接遇・ＣＳ・ＣＳの研修講師・コンサルタントとして、

官公庁・ＪＡ・企業・医療福祉機関など全国で展開。

著書・連載など

『ＪＡ相談事例集 相続・高齢者取引編』（株式会社経済法令研究会/共著）

『ＪＡコンプライアンス』（経済法令研究会/共著）脱稿中

『近代中小企業』（月刊誌/ＢＣＰ、クレーム対応などを連載）
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自己紹介に変えて自己紹介に変えて11

私が37年間在籍しましたＪＡ静岡経済連は、2002年に精米不正（虚偽）表示に係

わる不祥事を起こしました。
1998年、1999年にも類似した不祥事を引き起こしており、精米表示に関して３回

目の不祥事となりました。このことに関して、2003年2から3月に３つの行政機関か

ら以下の処分を受けました。
①ＪＡＳ法違反業務改善指示（食糧庁）、②食糧法違反業務改善命令（静岡県）

③農協法違反業務改善命令（農林水産省）。この事件に対して、ＪＡ・生産者・消
費者・取引業者等利害関係者の厳しい目にさらされました。
また、報道機関からも組織のありかたと存続に及ぶ厳しい声が寄せられ、厳しい対
応を迫られました。
対応チームが結成され、会をあげて、不祥事の原因分析に基づく改善計画の策定

計画に基づく改革が行われました。業務改善命令に対する指導が解除されるまで3
年9か月の年月を要しました。

私は、30代から関連組織に出向する機会が多く、この時も関連会社に出向しておりまし

て、外部から一歩はなれて静観しておりましたが、突然、会への帰任辞令が発せられ、不
祥事対応チームのリーダーの一人として対応にあたることとなりました。まさに青天の霹
靂でした。このような経過のなか、以降、私は、会および県下ＪＡの「コンプライアンス・リス
ク管理」態勢の整備と運用に取り組むこととなりました。
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不祥事への対応は、組織にとっても職員個人にとっても、大変な試練でした。
事件対応に係わる多大なエネルギーと不祥事が影響した事業実績の急降下による
経営への影響、職員のモチベーションの低下等…。組織としてももちろんですが、

個人的にも非常なプレツシャーの中で対応を迫られ、たいへん厳しいものでした。
まさに事業継続の危機にさらされました。

取り組みの過程で、職場を去らざるを得なかった仲間の顔が浮かんできます。

再びこのような不祥事を再び起こしてはならない。さらに、ＪＡグループの使命
として「食の安全・安心」の確保を確実に履行したい…。強い思いで、私は日々

業務にあたってきました。
私は、この時の経験を生かし、縁ありまして、農薬会社（くみあい化学工業株

式会社）の社外監査役ならびに、内閣府食品安全委員会の食品安全モニター等を
経験させて頂いてきました。
また、静岡県下ＪＡグループコンプライアンス対策会議事務局メンバーとして、

静岡県内ＪＡグループのコンプライアンス・リスク管理態勢の整備ならびに強化
にあたってきました。

2011年３月、ＪＡ静岡経済連退職を契機に、これまでの経験を生かし、コンプ

ライアンス・リスク管理アドバイザーとして独立し、全国のＪＡグループ他・行
政・民間の事業所等にうかがっております。

自己紹介に変えて自己紹介に変えて22
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ＪＡグループ 概況
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協同組合とは....
我が国の主な協同組合数・組合員数・職員数
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私が体験した不祥事対応

ＪＡＳ法違反 食糧庁 「業務改善指示」 2003.2
2003.12完了

食糧法違反 静岡県 「業務改善命令」 2003.3
2004.3完了

農協法違反 農林水産省 「業務改善命令」 2003.3
2006.12完了

3つの法令違反に対する行政措置

農林水産省管轄組織しては、日本で初めて

ＪＡ静岡経済連 2002年
茨城産コシヒカリを静岡産と偽って製造・販売
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再認識させられた組織としての社会的責任の重さ再認識させられた組織としての社会的責任の重さ
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コンプライアンス態勢の整備に取り組む

農林水産省が改善命令で本会に求めるもの

コンプライアンス体制の確立 内部牽制体制の樹立

内部監査体制の強化
　① 第三者任用による監査の強化
　② 監査結果の講評と活用

コンプラ体制と意識改革
　① 専門部署設置と既存規程見直し
　② コンプライアンスモニタリング実施と権限の付与
　③ コンプライアンス研修会の開催と効果測定
　④ ＪＡＳ・ＩＳＯ研修会の開催・定着
　⑤ 県・農政局常例検査結果の履行状況
　⑥ 第三者の日常業務チェック

会内規範の整備
　① 業務点検を通じた職制見直し
　② 役員による業務の常時把握
　③ 機関の役割・連絡体制の整備
　④ 現場内での規程・権限の見直し
　⑤ 取引業者の管理強化
　⑥ 子会社の管理・運営強化

内部牽制体制の強化
　① 本所と現場の厳格な業務体制
　② 本所が現場を常時チェックする仕組み
　③ 現場内での牽制作用
　④ 部門間人事異動・共有化

ＩＳＯと整合性ある
静岡経済連の新職制規程の策定

静岡経済連に求めるもの

法令を遵守し、新たな規程のもとで消費者・生産者から信頼される適正な業務運営

本会信頼回復の構築と展開１０年事件の究明（県と国）

１．責任の明確化 ２．再発防止体制の整備 ３．信頼回復への取り組み

総点検
　① 食品総点検の実施とその体制整備（ＪＡＳ法等）
　② 業務総点検の実施と検証
　③ 平成14年総点検の検証
　④ 業務とＩＳＯと職制規程との整合性はあるか

信頼回復の構築

信頼回復の取り組み
　① 消費者信頼回復の取り組み
　② 生産者信頼回復の取り組み

消費者・生産者窓口設置
　① 消費者対策専門部署設置
　② 生産者相談窓口運営

消費者・生産者情報の活用
　① 消費者及び生産者の情報を共有する体制の構築
　② 役員が情報を活用する体制の構築
　③ 本会情報のディスクローズ体制の構築

10年事件改善計画履行状況の検証

改善計画の骨子



2015.12.16 ARMS All Rights reserved 1111

不祥事発生とＪＡブランドへの影響

ひとたび、ＪＡで事故・トラブル・不祥事等が確認されると、その内容は、
その日のうちに、世の中の多くの人々が知ることとなる。

・ 一般的なご利用者の反応
ＪＡは、「安全・安心」が売りなのに、もう安心できない。
ＪＡとの利用・取引はしばらく控える

・ 他の事業への影響
営農経済、信用、共済等他の事業への影響
ＪＡは信用できない。貯金や共済は、大丈夫だろうか…
ご利用者の反応

・ 他のＪＡへの影響
ＪＡということで、同様な目でみられる

ＪＡブランドを傷つけ、
グループ事業とその構成員に多大な迷惑をかける

ＪＡブランドを傷つけ、
グループ事業とその構成員に多大な迷惑をかける
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表示違反発生事例

岩手県産米を「○○育ち」 ○○県警、ＪＡ○○を書類送検

2012.11.22 14:38 産経ニュース

大量の岩手県産米を混ぜたブレンド米にもかかわらず「○○育ち」の表記で販売したとし
て、○○県警生活経済課は２２日、不正競争防止法違反容疑で、ＪＡ○○の法人と、男性幹
部ら担当者４人を書類送検した。捜査関係者への取材で分かった。

送検容疑は、今年３月１７日と１９日、岩手県産米「ひとめぼれ」９割に○○県産米１割を混
ぜたブレンド米なのに、○○県産米のみの商品「○○育ちオリジナル米」の袋に入れ、直営
営店舗で客２人に販売したとしている。

捜査関係者などによると、ＪＡ○○は昨年６月以降、東日本大震災の復興支援のため、岩
手県産米を仕入れ、この直営店舗で販売。１袋販売するごとに５０円の義援金を被災地に
送ってきた。しかし今年春以降、売り上げが落ち、「○○育ち」として計約１７２１袋を販売し
たという。

袋裏側の表記産地は通常「○○県内産」だが、岩手県産米を混ぜた袋は「国内産」で、販
売直後から購入者の問い合わせが相次ぎ発覚。販売を中止し、返品に応じていた。

県は今年４月、日本農林規格（ＪＡＳ）法に基づき、ＪＡ○○に原因究明や再発防止の徹底
などを指示していた。

JAS法違反、不正競争防止法違反
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食中毒の発生事例
食中毒の発生並びに営業停止処分について（お詫び）

この度、当組合のＪＡ○○で調理した弁当からノロウイルスが原因の食中毒が発生いたしました。

発症された皆様には多大な苦痛とご迷惑をお掛けしましたこと深くお詫び申し上げます。

また、食中毒の発生に関し、同施設は3月30日付で○○保健所から食品衛生法違反として、営

業停止３日間の処分を受けました。

これについては、3月26日に、医療機関に食中毒の症状を訴える患者が複数受診されたことを

端緒とし、その後、○○保健所の検査等が実施され、食中毒の原因となるノロウイルスが患者並
びに調理従事者から検出されたこと、また、患者に共通した食事は同施設が3月24日に提供した

仕出し弁当のみであったこと等から、同施設の仕出し弁当を原因とする食中毒と断定されたもの
であります。なお、3月24日に調理した他の仕出し弁当等についての食中毒様症状の発症の確認

や報告等は、本日現在ございません。

食中毒の発生が確認された3月26日夕方以降、同施設は営業を自粛しておりましたが、経済事
業改革の方針に従い3月31日をもって閉店いたしました。今後、仕出し事業についてはＪＡ○○に

一本化し、ご注文等を承ってまいります。

当組合では、日頃より食品を取扱う事業者として衛生管理の徹底に心がけてまいりましたが、こ

の度、このような食中毒事故を発生させてしまい、組合員・利用者並びに関係者の皆様にご迷惑
とご心配をお掛けする結果となり、改めて深くお詫び申し上げます。

この事態を厳粛に受け止め再発防止、食の安全・安心の確保に万全を期してまいる所存でござ
います。今後とも変わらぬご利用を賜りますようお願い申し上げます。

食品衛生法律違反
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私とＪＡいわてグルーブとの出会いは、2011.3.11発生の東日本大震災の被災地

支援で、ＪＡおおふなと、ＪＡいわて花巻の現地に入ったことによります。
私は、①ＪＡの被災状況の把握 ②被災時のＪＡ事業の機能発揮情況の把握

③ＪＡ事業継続情況の把握に力点を置きました。
岩手での経験を静岡も含め、他の地域で生かしという思いからです。

その後、縁ありまして、ＪＡいわて中央会からお声がけを頂き、ＪＡいわてグ
ループのBCP策定運用支援。コンプライアンス態勢整備、食の安全安心に関わる

態勢整備に関わる支援をさせていただいき、現在に至っております。

本日は、事業継続の視点で、ＪＡいわてグループでとりくんでいる 食の安全・
安心態勢の整備に関して、私のとりくみを話題提供させていただきます。

私と いわてＪＡグループのかかわり
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陸前
高田

陸前
高田

静岡－盛岡
730キロ 10時間

２０１１年
４月上旬 １泊３日

岩手県陸前高田市へ
箱型２トン車で物資を届ける

・下着 生理用品
・洗面用具
・洗剤
・自転車
・みかん等を満載

WEB上で呼びかけ

知人からの要請メールに対応

安否確認がとれな
い知人の消息確認
Fb上で・・・

盛岡－陸前高田
97ロ 3時間
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岩手県の単位ＪＡ

出典：ＪＡ全中
JA岩手HP
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参考資料・文献等

出典：ＪＡ全中HP
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出典：ＪＡ全中HP
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東日本大震災へのJAグループの対応状況

ＪＡグループの支援 (発災時から平成23年4月13日まで)
■緊急物資支援
全国のＪＡ等より被災地に対して無償により、
食料（およそ米370トン、食料品30万食、飲料水50万リットル、野菜・果物580トン）
生活用品（マスク・タオル170万枚）等々、物的支援

■人的支援

「ＪＡグループ支援隊」（ボランティア）による支援
被災ＪＡ等の人的支援の要望に対応するため、
全国のＪＡグループの役職員から復旧作業用のボランティアを募集し、
がれき撤去や清掃、農業施設の修復など、
被災地のニーズに応じた農業関連支援を実施し、
震災から1年、派遣者数は2,177人、延べ11,163人/日

支援の連絡調整のために、全中からと山形、秋田、新潟のJA中央会役職員を、
被災3県（岩手・宮城・福島）に派遣。

出典：ＪＡ全中HP
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東日本大震災へのJAグループの対応状況

■イベントによる支援
農業・農村ギャラリーにおける風評被害応援イベント

■義援金

「ＪＡグループ復興・再建義援金」を創設し、

ＪＡグループ各組織から総額100億円を集め、

被災農業者・ＪＡ等の事業基盤の復興・再建支援に役立てられている。

■募金

ＪＡグループ役職員を中心に取り組んだ
「ＪＡグループ復興支援募金」 15億円

■事業におけるサポート ■放射性物質による農汚染対応

＜経済事業関係＞ 被害賠償金請求手続き窓口機能 農地除染対応
＜共済（保険）関係＞ ■農地復旧支援
＜金融関係＞
＜医療関係＞

出典：ＪＡ全中HP
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出典：ＪＡ全中HP
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・全農は，レトルト米飯・ペットボトル飲料をはじめとする食料品や毛布・マスク
等の生活用品を支援物資として提供，その総額は34百万円に及んだ。なお，

支援物資は，水産庁の用船で東北へ送られた。
・また，被災地で製造不能となった精米工場の代替として近隣の全農県本部
から精米製造出荷支援を行ったほか，被災地への炊き出しの実施，JA保有

施設等で被災した。
・構築物の被害査定に係る要員の派遣，JAの米倉庫等で「はい崩れ」した米

穀の修復、作業要員の派遣等，人的支援にも力を入れた。

対応事例

東日本大震災へのJAグループの対応状況

＜米穀事業＞

出典：ＪＡ全中HP
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東日本大震災へのJAグループの対応状況

飼料供給においては，北日本くみあい飼料（株）の八戸・石巻両工場が大きな被害
を受け，東北地区における飼料供給能力が大幅に不足することになった。

震災直後は飼料供給が滞り畜産農家に不安が拡がったが，この事態を早急に打
開するため各地の系統飼料工場による緊急支援体制を立ち上げ，北海道・九州な
ど他地域のくみあい飼料工場からの緊急振替輸送69千トンにより，東北地区への

飼料供給が確保された。

対応事例 ＜畜産事業＞

過去発生の「ＢＳＥ」「鳥インフルエンザ」「口蹄疫」による学習効果がおおきかった。
備えがあった。
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東日本大震災へのJAグループの対応状況

・JA共済連による共済金の支払いは被災地域組合員にとって大きな
安心材料になった（被災地JA聞き取り調査による）。

・JA共済連の東日本大震災に伴う共済金の支払額は
2012年２月10日現在で，8,600億円を超え，

民間保険・共済の支払額のうち最大額となっている。
（民間損害保険会社の東日本大震災による地震保険支払い合計は
2012年２月１日現在で752,249件，12,081億円である：日本損害保

険協会調べ

対応事例 ＜共済事業＞

出典：ＪＡ全中HP
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ご遺体
安置所

ご遺体
埋葬場
（土葬）

写真：陸前高田市役所

葬祭業務は…

ＪＡの初動に
課題あり

東日本大震災へのJAグループの対応状況
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ＪＡグループ被災状況ＪＡグループ被災状況

出典：ＪＡ全中HP
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東日本大震災への農業被害の状況

出典：ＪＡ全中HP
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東日本大震災へのJAグループの復興対応状況

復旧・復興に力を発揮

出典：ＪＡ全中HP
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出典：ＪＡ全中HP



2015.12.16 ARMS All Rights reserved 32

ARMS All Rights reserved

ＪＡ 宮城亘理

組合員数
正組合員数4,282人
准組合員数1,575人
合計5,857人

役職員数
役員21名
職員152名

出典：ＪＡ宮城亘理HP
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ＪＡみやぎ亘理
女性部のみなさん

伊藤 片岡 木村

ARMS All Rights reserved

出典：ＪＡ全中HP 他
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ＪＡグループとしての課題（赤堀私見）
・JAグループは、組織力・資金力を背景に、震災対応（緊急対応、現在も含めた

復旧・復興）に確かに力を発揮していると思う。

・しかしながら、大規模災害対応に関して、
平時から質的にさらに高い水準のＢＣＰ・ＢＣＭ・BCMS等に組織的にとりくんでいたら、

他の協同組合等との連携に基づく平時の準備がもっとできていたら、
さらなる力を発揮できたのではないか、という思いにかられる。

・共済事業の対応ぶり、畜産事業等の対応ぶりは素晴らしかったと思う。
備えがあったからこそと考える。
組合員も含めたすべての構成員をまきこんでJAグループとして、

これらの事業と同様な平時の準備が、すべての部門でされていたら、
JAグループとして、緊急対応さらに復旧・復興対応により力を発揮できたのではないか。

・今回の震災から学ぶべきことは多い。
大規模災害対応のＢＣＰ(事業継続計画)・ＢＣＭ（事業継続管理）・
BCMS（事業継続管理システム）の概念は、
これまで、JAグループ内では、どちらかというと希薄であったが、

今回の震災を教訓に、ぜひ普及させていきたい。

「あってよかった」と組合員から期待されるJAであるためにも・・・
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A D

C

P

Ｐlan→ Ｄ o→ Ｃheck → Ａction

~~ ＢＣＰの継続的改善を図っていきたいＢＣＰの継続的改善を図っていきたい~~
マネジメントサイクル(ＰＤＣＡ)に基づきステップバイステップで

継続的に質的向上をめざしいきたい

ＢＣＰの策定
検証結果に基き
是正策を講じる

教育訓練の実施
内容検証の実施

内部監査
外部監査等で検証

ＢＣＭのとりくみの大切さＢＣＭのとりくみの大切さ

常に見直し、
質的レベルを高める

危機時の
運用に耐えられるように！！

2011.3.11 3.15の

被災経験の検証
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3か年計画の中で具体的に詰めたい

◆ ＪＡ事業重点業務に関する具体的対応策のつめ

（特に 経済 食糧 葬祭 等 ）

◆ 他県ＪＡ等との災害相互支援協定の締結

◆ 支店・事業所の災害時支援拠点としての位置づけ

◆ 役職員・組合員の防災・事業継続（減災）
意識啓発

◆ 組合員ＢＣＰ支援

ＪＡしみずのＢＣＰの今後….

女性部・青壮年部の力 に期待
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目目 次次

・ はじめに

自己紹介

・ 私といわてＪＡグループとのかかわり
3.11 災害支援が契機
いわてJAグループのコンプライアンス・リスク管理

危機管理・ＢＣＰ・食の安全・安心等態勢整備を支援

・ いわてＪＡグループの食の安全、安心へのとりくみ実態

・ かかわって思う事

これまでの反省とこれから
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・ 食品安全基本法は、農林水産物の生産から販売に至る食品供

給行程の各段階において、食品の安全性の確保に関する必要な
措置を適切に講じることを求めている。

・ 日本の農畜産物の供給県「純情産地いわて」として、
「食の安全・安心」確保への責任が求められてる。

・「食の安全・安心」にかかわる生産現場とＪＡ関連部署（営農経
済・産直・加工施設・リスク管理・広報・監査等）の連携によるとりく
みを強化し、「食の安全・安心」に関わるリスク管理・危機管理に関
しての対応力の向上を図る。

・「純情産地いわて」 ブランドの継続性を確保する。

いわてＪＡグループ「食の安全・安心」いわてＪＡグループ「食の安全・安心」
態勢整備への取り組みの背景態勢整備への取り組みの背景
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岩手県の農業生産額

岩手県の農業は、広い県土と変化に富んだ気象・立地条件を生かして、米、園芸、畜産を巧みに組み合わ
せた総合産地化が進んでいます。
主要農産物の生産は全国上位にランクされており、我が国の総合食料供給基地を目指しています。
生産額2,287億円 （平成24年） 静岡2,138 愛知3,084 長野2,347 北海道10,705 茨木4,356 千葉4,141
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「純情産地いわて」
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食品安全基本法に基づく事業者・生産者としての責務

4242

消費者消費者

生産者生産者

行
政

行
政

＜生産者の責務＞

①関係法令等を遵守し、安全で良質な農林水産物
の生産と出荷

②生産履歴情報の正確な記録と積極的な開示等
③生産環境の保全に配慮する
④消費者との相互理解に努める

＜消費者の役割＞

①「食」について考える習慣を身につける
②知識と理解を深め、施策について意見を表明する
ように努める
②生産者や事業者との交流を深める

＜事業者の責務＞

①関係法令等を遵守し、製造・加工、流通段階に
おける食品の適切な衛生管理の確保

②環境負荷の軽減に関する配慮
③品質表示等の正確な情報提供
④消費者との相互理解を深める

事業者事業者

第6条～第9条 国、地方自治体及び食品関連事業者の責務と消費者の役割

＜食品安全基本法を基に加筆整理 赤堀＞

農薬取締法・飼料安全法・ＪＡＳ法・食品衛生法等の遵守
生産履歴情報の記録保管 ＧＡＰの導入.....

＜行政の責務＞
①消費者の視点に立った
生産から消費までの全
体を考えた施策の推進

②リスク管理の強化
③食に関する情報交換の
推進

④食に関する教育活動
「食育」の推進

食品関連事業者

平成15年施行
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日経ビジネス
2011.01.31
オンライン
2011.02.03

農産物直売所リスクに関するマスコミの関心
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食の安全性に係わる行政の取組の強化食の安全性に係わる行政の取組の強化

残留農薬のチェックに関して

出典：神戸市市役所ＨＰから引用

市役所 収去検査
試買検査

食の安全性に係わる行政の取組の強化食の安全性に係わる行政の取組の強化
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A D

C

P

4545

ＧＡＰＧＡＰ goodgood AAglicultulalglicultulal PracticePractice
ＧＤＰＧＤＰ goodgood DDeliveryelivery PracticePractice
ＧＭＰＧＭＰ goodgood MManufacturinganufacturing PracticePractice
ＧＲＰＧＲＰ goodgood RRetailetail PracticePractice

ＪＡ静岡経済連情報 2006.5に加工作成

A D

C

P

A D

C

P

A D

C

P

食品の安全性確保にむけての
プロセス管理イメージ 1

生産現場・食品取扱現場に
管理ツールとしてのＧＡＰ・ＧＤＰ・ＧＭＰ・ＧＲＰの導入を進める

生産現場・食品取扱現場に
管理ツールとしてのＧＡＰ・ＧＤＰ・ＧＭＰ・ＧＲＰの導入を進める
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出展：平成21年度

農業・農村白書
農林水産省

食品の安全性確保にむけての
プロセス管理イメージ 2

フードチェーンにおける取組の概要

HACCP
（Hazard Analysis and Critical 
Control Point
食品を製造する際に工程上の危

害を起こす要因（ハザード；
Hazard）を分析しそれを最も効率
よく管理できる部分（CCP；必須管

理点）を連続的に管理して安全を
確保する管理手法

農業生産工程管理（GAP：Good 
Agricultural Practice）

農業生産活動を行う上で必要な
関係法令等の内容に則して定め
られる点検項目に沿って、農業生
産活動の各工程の正確な実施、
記録、点検及び評価を行うことに
よる持続的な改善活動のこと
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A D

C

P

Ｐlan→ Ｄ o→ Ｃheck → Ａction

ＧＡＰ：Good Ａgricultural Ｐractice

計画どおりに実行されているか
の検証・チェック

＜生産者・ＪＡ・審査機関＞

検証結果に基き
改善是正策を講じ

る

農業生産現場において、食品の安全確保などへ向けた適切な農
業生産を実施するための管理のポイントを整理し、それを実践・記
録する取組み

作業手順書の整備

栽培記録・防除記録
作業記録保存

リスク・点検項目
の整理策定

・食の安全
・環境保全
・労働安全
の確保等

・食の安全
・環境保全
・労働安全
の確保等

生産現場に意識の変換を！！
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食の安全・安心食の安全・安心 各段階における取組状況各段階における取組状況

適正施肥・防除
指導
検証

指導
検証

実施
検証

食品衛生
（残留農薬、異物混入
衛生管理他）

指導
検証

指導
実施
検証

実施
検証

生産履歴
（含む農薬使用履歴）

記帳指導
検証

記帳指導
検証

記帳
検証

食品表示
指導
検証

指導
実施
検証

実施
検証

ＧＡＰ
（生産管理）

指導
指導
検証

実施
検証

ＧＤＰ
（物流管理）

指導 実施

ＧＭＰ
（加工管理）

指導 実施

ＧＲＰ
（小売管理）

指導 実施

行政
食品取扱業者

Ｊ　Ａ
生産者

適正施肥・防除
指導
検証

指導
検証

実施
検証

食品衛生
（残留農薬、異物混入
衛生管理他）

指導
検証

指導
実施
検証

実施
検証

生産履歴
（含む農薬使用履歴）

記帳指導
検証

記帳指導
検証

記帳
検証

食品表示
指導
検証

指導
実施
検証

実施
検証

ＧＡＰ
（生産管理）

指導
指導
検証

実施
検証

ＧＤＰ
（物流管理）

指導 実施

ＧＭＰ
（加工管理）

指導 実施

ＧＲＰ
（小売管理）

指導 実施

行政
食品取扱業者

Ｊ　Ａ
生産者
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食の安全・安心に対策食の安全・安心に対策として留意したい事項
福井県農林水産部食の安全安心課HP 「直売所リーダー必携」を参考に加筆作成。 （http://info.pref.fukui.jp/shokuan/chokubai/tebiki-1.html）

関係者の意識改革を促す

＜出荷生産者＞

安全・安心な農産物を消費者に確実に提供するために、生産者がすべきことの徹底

（食品安全基本法：生産者としての責務）

意識に訴える。出荷生産者の意識水準・理解度水準・技術水準の差を考慮する。

なぜ、的確な対応が必要なのか、トラブルが発生するとどうなるのか..

できる限り、具体的に伝える。

こうした取り組みの徹底にはコストも時間もかかる。

そのコストの一部は、当然生産者がもつべきもの。

継続的な研修会の実施。

生産現場のチェック 出荷組合・FMスタッフによる点検 残留農薬点検 等

ＪＡ内営農指導部門等との連携により実施
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食の安全・安心に対するＪＡグループの取組み食の安全・安心に対するＪＡグループの取組み

ＪＡファクトブック 2010 （ＪＡ全中） 2010.02
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食料の安全・安心確保に向けたＪＡグループの取り組み状況の推移

赤堀作成

内　　容 社会の動向

2002年 取り組み方針決定

・生産履歴記帳の徹底
生産者が生産活動（農薬・肥料の使用情報など）の内
容を生産日誌に記帳
・適切な生産基準を設定
・ＪＡにおける分別出荷、消費者、取引先への生産情報
の開示

2000　雪印集団食中毒事件

2001　日本ではじめてＢＳＥ発生

2002　雪印食品・日本ハム牛肉偽装
2003　米国産牛肉輸入禁止　食品安全基本法制定

　　　　 食品衛生法改定　ＪＡＳ法改定

2005　個人情報保護法全面施行

2006　農薬ポジイディブリスト制度施行

　　　　公益通報者保護制度施行

2007　国内鳥インフルエンザ発生
　　　　不二家賞味期限切れ事件

　　　　「白い恋人」賞味期限改ざん

　　　　「赤福」製造日賞味期限不正表示事件

　　　　「吉兆」偽装表示事件

2008　中国冷凍餃子中毒事件　事故米不正転売事件

2009年 取り組み方針決定

・生産履歴記帳を基本として、段階的に農業生産工程
管理（ＧＡＰ）への取組みを加速化する

2009　新型インフルエンザ感染広がる

　　　　消費者庁設立
2010　宮崎　口蹄疫発生

2011　東日本大震災　福島第1原発事故

20012年 取り組み方針決定

・生産履歴の記帳は進んだが、行政が求めるリスク管
理手法の導入が十分でないと判断

2013　食品表示新法案制定検討　2015年施行目途
　　　　（食品衛生法、ＪＡＳ法、健康増進法　統一化）

・生産や出荷、販売などで起こり得る危険を分析した上
で対処するリスク管理の手法を導入。
・２０１５年度までに全ＪＡの全ての生産部会などで、リス
クへの対策を示したルールを作成し実践している状態を
目指す。
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品質保証上求められる手順イメージ品質保証上求められる手順イメージ

赤堀作

ＦＭ（直売所）
衛生管理

リスク管理
危機管理
にかかわる
手順の整理

運用訓練

私の支援対象農家区分 生産工程 加工・輸送・販売工程

海外輸出をめざす
農家

ＧＡＰ（グローバル）
HACCP
FSSC 22000

6次化をめざす
農家

ＧＡＰ（Ｊギャツプ）

ISO 9001　ISO 22000
AIB（American Institute
of Baking）
HACCP（県版）

自立経営
農家

ＧＡＰ（県版ギャツプ） HACCP（簡易版）

小規模
農家

生産履歴
基本的衛生管理手順

基本的衛生管理手順
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時間 内　　容

ＪＡ経営層（常勤役員、監事） 半日

ＪＡ本店関連部署管理者 1日
リスク管理・危機管理
WS

ＪＡ直売所、加工所管理者 1日
リスク管理・危機管理
ＷＳ

ＪＡ直売所、加工所担当者 1日
衛生管理
ＷＳ

生産者代表 半日 生産履歴、表示、衛生管理

現場指導 ＪＡ直売所、加工所、農家加工場

その他 危機管理訓練　支援

研修会

区　　分

私が支援してきた内容私が支援してきた内容
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『事故防止にむけて指差呼称の徹底を』

コンプライアンス・リスクアドバイザー 赤堀三代治

私は、元ＪＡグループ職員で、現在は、コンプライアンス・リスクアドバイザーと
して、全国のJA組織、生産現場ならびにJA以外の組織・現場に出かけて指

導にあたっている。農家生産現場に出かけて感じることは、他産業の現場と
比較して、リスク回避に向けての「基本的事項の徹底」がかなりゆるやかであ
ること。農薬の希釈作業時、農機具の操作時等での指差呼称（しさこしょう・
ゆびさしこしょう）、自らの目と指と声による「確認」を確実に実行している人を
見かけるケースがむしろ少ない。事故防止にむけての取り組みは、メーカー、
販売組織、指導機関等でそれぞれの立場から取り組んでいくべきであるが、
交通機関の運転士が必ず実施している「指差呼称による確認」の徹底を現場
に求めたい。

日本農業新聞掲載記事 2013.03.１１

トラブル回避のための基本的「確認作業」の徹底
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生鮮野菜の衛生管理

出典：
生鮮野菜を衛生的に保つために

-栽培から出荷までの野菜の衛生管理指針-

平成23年6月 農林水産省消費・安全局

ウェブサイト「野菜の衛生管理に関する情報」：

http://www.maff.go.jp/j/syouan/nouan/kome/

k_yasai/index.htm

特に生で食べる野菜は、その生
産段階でも、食中毒を起こす微
生物を「付けない」「増やさない」
ための衛生管理が必要

野菜を生産する際は、水や家畜
ふん堆肥、作業者の手などを通
じて、野菜が食中毒を起こす微
生物に汚染されてしまう可能性
がある。
（腸管出血性大腸菌やサルモネ
ラなどの細菌、ノロウイルスなど
のウイルスなど）
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COCONIALＨＰから抜粋

http://www.coconial.com/products/detail101.html

まな板 衛生管理 用途別識別管理リスク管理 事例
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食品取扱い事業者としての責務の再確認食品取扱い事業者としての責務の再確認
・安全・安心な農産物を消費者に確実に提供する

ＪＡとしての責務と役割を再確認
（食品安全基本法：食品取扱事業者としての責務）

生産者への指導責任
食品取扱事業者としての消費者に対する品質保証責任

・ 「食の安全・安心」に関る取り組みはＪＡ全体の課題

「食の安全・安心」は、ＪＡ全体の課題、
という認識をすべてのメンバーが持つ

「安全・安心に関しては、私の仕事ではない….」
すべてのメンバーのこの意識を変える

・ 関連部署による連携を密にした取り組みが不可欠

コンプライアンス・リスク管理統括部署-営農経済部署他
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ファーマーズ
データベース

生産履歴システム

生産履歴記帳シート
（記入済み）

③自動判定処理

⑦出荷

⑥ラベル発行

ファーマーズ
生産履歴

データベース

農薬
データベース

ファーマーズマーケット

電算センター
①記帳シートの印刷

④結果データ連動

ＯＣＲ

ラベル発行ＰＣ

店舗管理ＰＣ

⑧売上データ送信

出荷停止（違反者・未提出者）

②記帳シートの読込み

⑤判定結果確認/生産者指導

ふるさと 喜久夫

品 種

原産地 ○○県産

じゃがいも男爵

○○ファーマーズ
○○県○○○市○○町
Tｅｌ ： ０９７９－XX－００００

¥100

ふるさと 喜久夫

品 種

原産地 ○○県産

じゃがいも男爵

○○ファーマーズ
○○県○○○市○○町
Tｅｌ ： ０９７９－XX－００００

¥100

ファーマーズシステム
ＪＡパソコン

（生産管理システム機能）

本店 生産履歴管理者

両面プリンター

＜履歴提出チェックと判定結果の確認＞

記帳シートの事前準備

生産履歴管理システム運用体系図

ファーマーズ
WEBシステム

⑨売上/記帳シート提出状況確認

ファーマーズマーケット生産履歴管理システムによる取組み

出典：静岡県農協電算センター資料
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農産物安全分析センター農産物安全分析センター

残留農薬のチェック残留農薬のチェック 自主点検検査自主点検検査

・取り扱い品に関する
リスク性を考慮した
年間計画に基づく抽出検査

・検査精度向上にむけた
県下ＪＡ検査担当者研修会の実施

20010.09.28 日本農業新聞
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ＪＡにおける食の安全・安心への取組についてＪＡにおける食の安全・安心への取組について

取組の質が問われている

ＪＡとして食の安全・安心に関して定めた事項が、確実になされているか、
有効になされているかの検証に基づき、常に改善を加えているか........。

・ 農薬の適正管理、適正使用 生産履歴の適正記帳

・ 農産物表示自主点検、残留農薬自主検査

・ 生産者意識啓発研修

・ 消費者への情報発信 等

実施の内容。質が重要。再度、見直しを！！

マネジメントサイクル(ＰＤＣＡ)に基づき継続的に質的向上をめざしているか
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A D

C

P

Ｐlan→ Ｄ o→ Ｃheck → Ａction

ＪＡにおける食の安全・安心への取組についてＪＡにおける食の安全・安心への取組について

マネジメントサイクル(ＰＤＣＡ)に基づき継続的に質的向上をめざしているか

農薬の適正管理、適正使用
生産履歴の適正記帳

農産物表示自主点検、
残留農薬自主検査

計画どおりに実行されて
いるかの検証・チェック

＜生産者・ＪＡ・行政＞

検証結果に基き
是正策を講じる
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＜ＪＡスタッフ＞

安全・安心な農産物を消費者に確実に提供するために、ＪＡがすべきことの徹底

（食品安全基本法：食品取扱事業者としての責務）

食品取扱事業者としての消費者に対する品質保証の責任。

「安全・安心に関しては管理者の仕事。私の仕事ではない….」

この意識を変える。

＜ＪＡ内部＞

関連部署による連携を密にした取り組みが不可欠

ＪＡ本体のコンプライアンス・リスク管理内部統制部署、営農指導部署、生産部会等
との連携

「食の安全・安心」は、ＪＡ全体の課題 という認識をすべてのメンバーが持つ。

役員主導による、ＪＡ内部の意識改革も不可欠

食の安全・安心に対策食の安全・安心に対策として留意したい事項
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食料の安全・安心確保に向けた岩手ＪＡグループの取り組み状況

部会員

直売所部会の役員

食の安全担当者

 店舗の営業許可取得状況の確認
 店舗、スタッフの衛生管理

 クレーム、表示違反等の問題対応
体制の整備 など

 農薬の適正使用、記録管理
 加工場の営業許可取得
 加工場、加工品の衛生管理
 適正な表示
 講習会への参加 など

 直売所の現状把握、調査
 講習会等での指導
 チェックリスト、各種記録様式の提供 など

 部会のルール作り・見直し
 商品検査
 栽培記録
 商品ラベル・ＰＯＰ表示作成

 部会員の取組状況の把握

 部会員の意識啓発、取り組みの
是正 など

直売所店長・事務局

 加工場（加工品を販売している部会員）・飲食施設の営業許可取得状況の確認
 商品の腐敗、包装の破損等の検査
 表示ルールの知識を持った人材の育成、配置
 栽培記録の回収･チェック
 表示のチェック
 クレーム対応体制、返品・緊急時ルール等の整備
 講習会の開催 など

ＪＡ経営者

 理念・方針の提示
 食の安全に関するメッセージの発信
 人員の配置 など

連携

引用：「食の安全・安心対策について」P13
JA岩手県中央会農業対策部 平成26年11月19日

＜ 直売所での事例 >
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引用：「食の安全・安心対策について」P12
JA岩手県中央会農業対策部 平成26年11月19日

表 1 直売所・直売所部会におけるリスク管理項目例 

取扱商品 プロセス リスク管理項目例 

農作物 生産 農作物の安全確保  

 搬入・表示 搬入基準、適正表示 

 検品 検品基準、実施時間帯・頻度 

 販売 店舗施設・設備・スタッフ等の衛生管理 

加工品 製造 加工施設・器具・加工者の衛生管理、添加物の使用管理

 表示 適正表示 

 搬入・陳列 搬入基準、陳列方法 

 検品 検品基準、実施時間帯・頻度 

 販売 店舗施設・設備・スタッフ等の衛生管理 

 異常チェック チェック基準、実施時間帯・頻度 

飲食物 調理・販売 調理施設・器具・調理者・店員等の衛生管理 
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表 2 直売所のリスク管理状況把握のための調査項目例 

 調査項目例 
農
作
物 

加
工
品 

飲
食
物 

農作物の 

安全確保 

出荷計画の提出義務はあるか ○   

栽培記録の回収・点検は行っているか ○   

栽培記録の提出を出荷条件としているか ○   

営業許可 

牛乳類、食肉、鮮魚介類を販売する場合は、営業許可を取っているか  ○  

出品者の食品営業許可証、許可条件、衛生管理状況等を確認しているか  ○  

直売所内に飲食施設を運営している場合は、営業許可を取っているか   ○

商品の 

衛生管理 

搬入時・販売時に、商品の品質、包装状態を点検する仕組みがあるか ○ ○  

表示の保存方法（冷蔵、冷凍など）に従って陳列されているか  ○  

冷蔵庫の温度は適切に管理されているか（温度計を設置し、温度を確認してい

るか） 
 ○ ○

適正表示、 

ＰＯＰ 

加工品の表示の原稿をチェックする仕組みがあるか  ○  

表示の知識を備えた人がチェックしているか  ○  

スタッフの 

衛生管理 

服装、身だしなみは清潔か ○ ○ ○

手洗い設備は整っているか（石鹸、消毒液、ペーパータオル等を備えているか） ○ ○ ○

店舗の 

衛生管理 

整理整頓はできているか（食品と食品以外のものは区別して保管・陳列されてい

るか） 
○ ○ ○

店舗の徹底清掃を実施しているか（年に何回実施しているか） ○ ○ ○

ねずみ、昆虫の侵入防止、駆除を行っているか ○ ○ ○

ゴミを適切に処理しているか ○ ○ ○

教育、 

指導 

営農指導、農薬適正使用、食品表示、衛生管理等に関する研修会を年間何回

開催しているか 
○ ○ ○

商品のリパックなど、消費者から疑念をもたれる行為の禁止を指導しているか ○ ○  

クレーム 

対応 
苦情品が発生した場合は、迅速に消費者対応、再発防止が図られているか ○ ○ ○

 取扱品目に関連する 

調査項目例に“○”を記す

引用：「食の安全・安心対策について」P16
JA岩手県中央会農業対策部 平成26年11月19日
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平時対応 有事対応

トラブル

発生時事前

事後

予防措置Ⅰ
発生を未然に防止

農薬適正管理使用・生産履歴適正記帳指導
表示自主点検・残留農薬自主検査

生産者・役職員への研修
消費者への情報発信 等

リスク管理

予防措置Ⅱ
発生時に備え被害を最小限に抑制

トラブル対応準備 ＪＡ内関連部署連携

予防措置Ⅱ
発生時に備え被害を最小限に抑制

トラブル対応準備 ＪＡ内関連部署連携

トラブル初期対応
消費者・取引先
生産者・ＪＡグループ

行政・マスコミ

被害拡大防止
派生事故発生防止

原因究明
是正措置
再発防止
対応

食の安全・安心に関わるリスク管理・危機管理態勢イメージ食の安全・安心に関わるリスク管理・危機管理態勢イメージ

マニュアルを策定し、
想定訓練を実施したい。

時間軸

危機管理

事後
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事故対応の流れ

引用：「食の安全・安心対策について」P21-22
JA岩手県中央会農業対策部 平成26年11月19日

本日の訓練
対称プロセス
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食中毒トラブル

残留農薬基準値
超過トラブル

異物混入トラブル

本日の危機管理訓練 3つのトラブルへの対応

下記3つのトラブル発生を想定しての

初期対応の仕方を検討整理。
それにもとづき、グループ内にて、役割を分担し、

ロールプレイングによる訓練を実施。

トラブルの内容：
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トラブル初期対応想定訓練 シナリオ作成・ロールプレイング

Ｊ Ａ 対 策 本 部

マ ス コ ミ

消 費 者

組 合 員 ・ 出 荷 生 産 者

行 政 保 健 所

岩 手 県

Ｊ Ａ 中 央 会

担当役員、営農経済部署長、リスク管理部署長
広報部署長 監査部署長 等

発生該当部署

残留農薬基準値オーバー
野菜購入者

異物を食して負傷の消費者

取 引 先

食中毒罹患の消費者

残留農薬基準値オーバー
野菜購入者

異物を食して負傷の消費者

食中毒罹患の消費者

残留農薬基準値オーバー
野菜購入者

異物を食して負傷の消費者
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2015.08.22 土
日本農業新聞 全国版

トラブルを想定したＪＡとしての備えが不可欠トラブルを想定したＪＡとしての備えが不可欠
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日本農業新聞日本農業新聞 2015.11.192015.11.19
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安 全 自然科学で証明される客観的事実

安 心安 心 自ら理解・納得したという主観的事実

リスクコミユニケーション 安全と安心を結びつけるもの

＊ 日経セイフティジャパン 209.11.13号
「リスク」を正しく理解することで、合理的な「安全・安心」を獲得する「ワザ」とは!?

明治大学理工学部教授、北野大 に加筆作成

＜残留農薬基準値内等＞

＜生産者の顔が見えるという納得＞
＜ＪＡの安全・安心への取組内容の理解＞

＜残留農薬基準値内という事実にもとづく納得＞

＜信 頼 関 係＞

日常的な広報活
動が重要

ご利用者むけに
安全・安心へのと
りくみに関しての

アピール

日常的な広報活
動が重要

ご利用者むけに
安全・安心へのと
りくみに関しての

アピール

決められたことが
適正にできてい

るかの検証

決められたことが
適正にできてい

るかの検証

食の安全・安心に関わる
リスクコミュニケーション
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目目 次次

・ はじめに

自己紹介

・ 私といわてＪＡグループとのかかわり
3.11 災害支援が契機
いわてJAグループのコンプライアンス・リスク管理

危機管理・ＢＣＰ・食の安全・安心等態勢整備を支援

・ いわてＪＡグループの食の安全、安心へのとりくみ実態

・ かかわって思う事

これまでの反省とこれから
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日本人のリスク・危機感性の特徴

1. 危機意識が希薄

生まれた時から安全で平和な社会環境の中、危機遭遇していない。
日常生活でも漫然と行動しがち。

2. 自己防衛意識の欠如

自衛本能がなくても生活に支障なし。危険から身を守る自己防衛意識が育たない。

3. 自意識が過剰

「自分だけは大丈夫だ」という意識が強い、他の人の事例から学ぼうといない。
陥りやすい勝手な思い込み （正常化の偏見 ）

4. 自己対策意識が欠如

自分では何もしない。すべて他人に頼りがち。トラブル等にまきこまれても、
自己の非は認めず、相手や他人のせいにする。

5. 意識の風化が早い

「喉元過ぎれば熱さ忘れる」の傾向がある。反省や対応策も直ぐに風化
出典:JICA資料に加筆作成。
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月刊 近代中小企業 2011.03
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https://www.youtube.com/watch?v=rCveRs7ERGE

市民の協働による計画策定 会社内メンバー全員参加
によるＢＣＰのとりくみ
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私は、東日本大震災後、縁ありまして、
ＪＡ岩手グループの「食の安全・安心」に関わる取り組みのお手伝い
をさせて頂いております。
この仕事に関わるメンバーが自らの頭と体を使い、リスクの洗い出し
に基づく、対応手順を準備していくプロセスを大切にしてきました。
ＪＡ岩手グループの、ＪＡ内リスク管理部署、営農経済部署、監査部
署、生産者組織代表等の連携によるリスク管理・危機管理態勢の整
備並びに運用への取り組み姿勢はすばらしいと思います。
岩手のみなさんとともにこの取り組みに関われることに感謝していま
す。

私のＦＢ記事から私のＦＢ記事から 2015.2015.0808.2.222
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組織内、グループ内メンバーひとりひとりが、

様々な課題に対して、
自分ごと として、

自分の頭で考えることができる

こういう組織、チームをめざしたい。

こういう組織体質・風土の中でこそ
事業継続は可能となる、、、。

と私は心底 思います。
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ご清聴ありがとうございました。ご清聴ありがとうございました。


